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貧困をなくそう 飢餓をゼロに 健康と福祉を 質の高い教育を ジェンダー平等 水とトイレを 

ｴﾈﾙｷﾞｰをｸﾘｰﾝに 働きがい・経済成長 産業・技術革新 不平等をなくす まちづくり 作る・使う責任 

気候変動対策 海洋保全 環境保全 平和と公正 ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ 

ＳＤＧｓの達成に向けて SDGsとは

SDGs（持続可能な開発目標：Sustainable Development Goals）
○2015年9月の国連サミットで、 すべての加盟国（193カ国）が採択した
国際目標

○発展途上国のみならず、 先進国自身も取り組む
○2030年までの目標であり、 17の目標（ゴール）の達成を目指している
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第１回「ジャパンＳＤＧｓアワード」
特別賞を受賞 （2017年12月26日）

（写真提供：内閣広報室）首相官邸での表彰式

ＳＤＧｓの達成に向けて「市民力」を生かして挑戦

２８０団体以上が応募
１２団体受賞（自治体は北九州市と下川町のみ）

ＯＥＣＤの「ＳＤＧｓ推進に向けた世界
のモデル都市」に選定
（2018年4月23日）

１０～１２都市選定
（ドイツ・ボンなど）

アジア地域で初めて選定

国の「ＳＤＧｓ未来都市」及び「自治体
ＳＤＧｓモデル事業」に選定

（2018年6月15日）

２９都市選定
（うちモデル事業は
１０都市のみ）

共同記者会見

市長会見

北九州市の強み
公害克服の原動力となった

・「市民・企業・大学・行政」
の連携

・「青空がほしい運動」など、
女性の力をはじめとする高い
「市民力」
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グリーンシティの海外展開

ダバオ市との環境姉妹都市締結式

スラバヤ市（インドネシア）
2012年11月 「環境姉妹都市提携」

ハイフォン市（ベトナム）
2014年4月 「姉妹都市協定」

プノンペン都（カンボジア）
2016年3月 「姉妹都市協定」

廃棄物管理、エネルギー、上下水、環境保全など
「北九州モデル」を活用した総合的なまちづくりの輸出

プノンペン都との姉妹都市協定締結式

アジアとつながる３つの力
①公害克服の経験
②環境・エネルギー技術
③フレンドリーな関係

ダバオ市（フィリピン）
2017年11月 「環境姉妹都市提携」
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次世代資源国際循環・リサイクル拠点

北九州エコタウン～日本最大級のリサイクル産業集積地~

世界初 オールリサイクルメダル

新たなリサイクル産業の創出

古着から再生ポリエステル製造

リチウムイオン電池リサイクル

太陽光発電パネルリサイクル

電子基板輸入、貴金属レアメタル回収

天皇皇后両陛下ご視察
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風力発電関連産業に必要な
あらゆる機能を集積した
「総合拠点」を形成

物流倉庫兼メンテナンス・
トレーニングセンター

ひびきウインドエナジー㈱
との基本協定締結

響灘洋上風力発電公募対象水域
（風車配置予定エリア）

グリーンエネルギーポートひびき

グリーンエネルギーポートひびき事業（2010年～）

電源開発株式会社
2.0MW
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7

Ⅰ マーケットの拡大
Ⅱ 各種機能の集積
Ⅲ 基地港湾の整備

総合拠点化への条件

7グリーンエネルギーポートひびき

総合拠点化に向けた取組み

市場開拓

特殊作業船（SEP）出典：五洋建設

【総合拠点のイメージ図】

洋上風力発電所

風車部材仮置きヤード

事業用地

風車設置専用船

耐荷重岸壁
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「創造都市」へのステップアップ ⇒地方創生を推進

北九州市の強みを活かした取組強化

豊かな文化土壌

県内初受賞！

「東アジア文化都市2020 北九州」
開催決定！

G7エネルギー大臣会合開催 多くの本市ゆかりの文学者
(北九州文学サロン)

ロケーション・国際交流の実績

「相棒～劇場版Ⅳ」ロケ撮影
北九州フィルムコミッション

文化庁長官表彰（文化芸術創造都市部門）を受賞！

九州初開催！

先進的な取り組み

文化芸術 「創造都市・北九州」に向けて

開催地決定 記者会見
（平成30年8月8日）
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2012年の第4回日中韓文化大臣会

合での合意に基づき開始。

3か国から選定された都市が、都市

間交流を含む文化芸術事業を集中

的に実施。

開会／閉会イベント、文化芸術関連
事業、青少年交流等。

・東アジア域内の相互理解・連帯

感の形成の促進

・東アジアの多様な文化の国際

発信力の強化

・都市の文化芸術・クリエイティブ

産業・観光振興と継続的な発展

文化芸術 東アジア文化都市

経 緯

内 容

活動例

効 果

開催都市・開催予定都市
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北九州の港と空港

最近の状況について

平成30年10月31日

北九州市港湾空港局長 木本 仁



目次

１．北九州港について

Ｐ ３～８ 貨物の動向

Ｐ ９～１１ 創貨（企業立地とエネルギー拠点化）の状況

Ｐ１２～１４ クルーズ船の寄港状況

２．北九州空港について

Ｐ１５～２０ 旅客・貨物便の状況等

Ｐ２１～２２ 空港の機能強化
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【貨物動向】海上出入貨物 全国第５位 3

平成29年は、 １億１５０万トン（前年比 ３.０％増）
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【貨物動向】コンテナ貨物 全国第７位 4



【貨物動向】国内フェリー貨物 全国第２位

名門大洋フェリー
「きたきゅうしゅうⅡ」

オーシャントランス
「フェリーびざん」

阪九フェリー
「ひびき」

5

新門司港を拠点とする長距離フェリー３社は、平成２７年から平成２８年に
かけて就航する１２隻のうち８隻を大型新造船化 輸送力 約２５％ＵＰ

平成２９年は、４５２０万トン ５年連続増加
過去最高の取扱量（前年比５．２％増）
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6【貨物動向：ﾄﾋﾟｯｸｽ】阪九フェリーの新造船

新門司(北九州市)-神戸航路に
1万6300総トン型新造船２隻を投入 2020年春頃

・新造船の特徴

１ 瀬戸内を就航するﾌｪﾘｰで
”最大級の船型”

2 トラック・乗用車の積載力
が向上

3 個室化を進め、快適性が
更に向上

4 SOⅹ対応策として、国内
旅客船初のｽｸﾗﾊﾞｰを搭載

上図はＨ２７新造船「いずみ」の写真。新造船は「いずみ」より１階層増やす計画



【貨物動向】鉄道貨物

名古屋まで12時間

大阪まで8時間

東京まで16時間

平成２９年度 品目別取扱割合

北九州貨物ターミナル駅
平成29年度は、前年比５％増（平成28年度比）

発着ともに、１位は自動車部品、２位は宅配便
平成29年度は、過去最高

全国８位（コンテナ） 7
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【貨物動向：豪雨災害の影響】ＪＲ貨物の代行輸送、迂回輸送 8

代行輸送の荷役状況（日明地区岸壁）

岡山港 大阪南港北九州港

不通区間（９／３０開通）
東福山～広島■山陰線迂回輸送

北九州⇔（山陰線）⇔名古屋

■トラック代行輸送
北九州⇔岡山

■船舶代行輸送
北九州港（日明）⇔岡山港
北九州港（門司西海岸）⇔大阪南港



【創貨：企業立地】新門司地区への立地状況

陸・海・空の高速輸送網に
好アクセス（約140haの産業用地）

２９年度は

６社に分譲、１社が借地契約
分譲率が９１．２％に到達

■用地概要■
分区 商港区
用途地域 準工業地域
建蔽率 ６０％、容積率 ２００％
公募面積 約４．７ヘクタール（Ｈ３０．９）
分譲価格 ２３，１００円／㎡（条件による）

9

年度 ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 合計

売却
件数 １ ３ ４ １ ６ １５

金額
（百万
円） 1,570 560 392 87 2,001 4,610

面積
（㎡） 60,853 21,443 16,362 3,363 94,996 197,017

分譲率
（％） 75.2 76.8 83.1 83.3 91.2

分譲地



【創貨：企業立地】響灘地区への立地状況 10

年度 ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ 合計

売却
件数 2 1 6 5 2 16

金額
（百万
円） 128 746 926 754 905 3,459

面積
（㎡） 5,888 37,467 47,065 37,180 48,247 175,848

分譲率

（％）
90.8 91.7 92.7 93.5 94.7

■用地概要■
分区 工業港区
用途地域 工業専用地域
建蔽率 ６０％、容積率 ２００％
公募面積 約３ヘクタール（Ｈ30年度）
分譲価格 ２０，０００円／㎡（条件による）

分譲地

地区内に整備された
豊富な港湾インフラ

２９年度は

２社に分譲
分譲率が９４．７％に到達



事業者:響灘エネルギーパーク合同会社
所在: 北九州市若松区響町二丁目
設備容量（最大発電能力）: 11.2 [万kW]

燃料：石炭２５万ｔ／年
木質ペレット１６万ｔ／年

響灘エネルギーパーク合同会社 発電所

事業者: 株式会社響灘火力発電所
所在: 北九州市若松区響町一丁目
設備容量（最大発電能力）: 11.2 [万kW]

燃料：石炭最大３６万ｔ／年
木質ペレット最大１５万ｔ／年

株式会社響灘火力発電所

（環境影響評価書から引用）

【創貨：ｴﾈﾙｷﾞｰ】バイオマス発電所向けの燃料輸入 11

バイオマス（混焼）発電所の稼動に伴い、新たな物流の発生

写真差し替え



《伊・コスタ・クルーズ》
（10.2万トン、272.2ｍ、2,716人）

《米・プリンセス・クルーズ》
（14.3万トン、330.0ｍ、3,560人）

《米・ロイヤル・カリビアン・ イン
ターナショナル》
（16.7万トン、347.8ｍ、4,180人）

ひびきＣＴに寄港した大型クルーズ船（一例）

寄港回数
平成２８年

９回（門司：６､ひびき：３）

平成２９年
３３回（門司：８､ひびき：２５）

平成３０年
３０回（門司：１０、ひびき：２０）

【クルーズ】 クルーズ船誘致の取組状況 12

乗船客数
平成２８年 ０．７万人
平成２９年 ９．２万人（１４倍）

平成２９年の本市インバウンド観光客
数（約６８万人）の約１５％に相当



アザマラ・クエスト
《米・アザマラ・クラブ・クルーズ》
（3万トン、181ｍ、731人）

2019年（平成３１年）４月初寄港

【クルーズ】 アザマラ・クエストの初寄港実現 13



クイーン・メリー２
《英・キュナード・ライン》
（14.9万トン、344.3ｍ、3,271人）

2019年（平成３１年）３月初寄港

【クルーズ】 クイーン・メリー２の初寄港実現 14
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北九州空港の利用状況 15



■北九州空港将来ビジョン推進強化期間の最終年度
国際定期便の更なる就航に向けて、
・韓国や中国、台湾、東南アジアの福岡空港の発着枠を超える
就航希望航空会社を積極的に誘致予定。

・福岡空港で対応できない、早朝・深夜便や航空機の稼働率向上を
目指しているLCCについて誘致活動を強化。

政府専用機（イタリア）

種 別 路 線 航空会社 便 数 等

旅
客

国
内
線

東京（羽田）
日本航空 5往復/日

スターフライヤー 11往復/日

名古屋（小牧） フジドリームエアラインズ １往復/日

沖縄（那覇） スターフライヤー 11月16日～ 1往復/日

国
際
線

大連（中国） 天津航空 運休中

釜山（韓国） ジンエアー 1往復/日

ソウル(仁川)（韓国） ジンエアー 1往復/日

襄陽（韓国） コリアエクスプレスエア
平成３０年５月27日定期運航開始

３往復/週

務安（韓国） コリアエクスプレスエア
平成３０年５月27日定期運航開始

３往復/週

台北（台湾） スターフライヤー 1往復/日

務安（韓国） ティーウェイ航空 11月2日～ 1往復/日

ジンエアー

天津航空

日本航空

スターフライヤー

フジドリームエアラインズ

コリアエクスプレスエア

国内・国際旅客便の状況 16



ＳＦＪの那覇線継続、台北線開設

好評につき今年の冬も運航が決定！！

北九州発 那覇着 那覇発 北九州着

９：１５ １１：００ １２：００ １３：４０

※ 運航ダイヤ：平成30年11月16日~平成31年3月30日（1日1往復）

17

北九州＝那覇線

曜日 北九州発 台北（桃園）着 台北（桃園）発 北九州着

月・水～土

15：55 17：40

11：50 15：05

火 11：45 15：00

日 11：35 14：50

北九州＝台北（桃園）線

平成３０年１０月２８日から、台湾・台北線がスタート

名古屋（中部）空
港

北九
州空
港

※ 運航ダイヤ変更となる場合がありますので、北九州空港のホームページ等でご確認ください。



Ｂ７４７貨物チャーター
・ジャンボ貨物機が月1～２便就航※年間平均便数

・生体牛馬の輸入
・一般貨物の輸出入

ＡＮＡ貨物定期便が運航スタート（週５便、火～土曜日深夜）
・成田（21:00発）⇒

北九州（23:15着/0:45発）⇒
那覇（2:40着）⇒
中国・アジア４都市（早朝着）

Ⅰ 地域企業が元気に活動し続ける環境整備
貨物定期便の就航 18

成田
関西

ANA Cargo 沖縄貨物ハブの路線展開

羽田

那 覇

北九州

0：45発
上海（浦東）

4：55着

6：40着

香 港

バンコク

シンガポール

ANA Cargo提供

8：25着

9：20着

2：40着



特長ある大型貨物チャーターや
シーアンドエア輸送

大型貨物用エプロン

アントノフ

＋

Ⅰ 地域企業が元気に活動し続ける環境整備
大型貨物チャーター／シーアンドエアー輸送 19

シー＆エアー輸送



海保航空基地の移転 20

第七管区海上保安本部の福岡航空基地、北九州空港に移転
～「北九州航空基地」の設置～

H30.8.29 西日本新聞（夕）

中
型
飛
行
機

う
み
か
も
め

中
型
ヘ
リ
コ
プ
タ

は
ま
ち
ど
り

ターミナルビル

スターフライヤー格納庫

基地予定地

苅田町
北九州市



福岡空港との競争⇒協調

福岡空港の民間委託化 21



新門司沖土砂処分（Ⅱ期）公有水面埋立事業
平成29年度埋立承認

北九州空港の機能拡充

・大型航空機でも安定して離着陸ができるよう滑走路の
３，０００ｍ化の早期実現

・RESA（滑走路端安全区域）対策の早期実施

22

【国土交通省への主な要望】



北九州市は、

• 経済成長するアジアに近く

• 陸・海・空の多彩な物流モードが充実し

• 広大な臨海部の産業用地と港湾区域を有して

います。

この３つの特徴を活かし、

「利用しやすい港」を目指して参ります。

今後とも、北九州港・北九州空港をご活用
頂きますようお願い申し上げます。


